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2.13.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
櫻庭 彬 
 
タイルドディスプレイに適応した入力デバイスシステム 
高解像度・大画面のディスプレイ環境を実現するタイルドディスプレイが多数提案されている
が，タイルドディスプレイ環境の特性を考慮したインタラクションシステムに関する研究はあ
まり行われていない．本稿はタイルドディスプレイ環境において，高いアプリケーション独立
性を備えたマウスの代用となるマンマシンインタラクションデバイスを導入し，ユーティリテ
ィシステムを構築し，その有効性について検証を行った． 
佐々木 豊 
 
統一的な時系列操作を可能とする災害情報提供システムの構築 
近年, 岩手・宮城内陸地震など大規模な地震が発生しており, 大規模災害に備え防災情報の共
有が必要とされている. こうした災害時において, 災害情報の収集, 提供を行うシステムが多
数提案されているが, 災害発生時において時間と共に変化する被災地状況を考慮したシステム
は存在しなかった. 本研究では, 災害情報を位置情報と結びつけ, 統一的な時系列操作を提供
する災害情報提供システムを構築した. 
鈴木 稔浩 
 
自己給電により災害時自立動作可能な無線中継基地局の構築 
我が国は自然災害の多発国である．災害発生時は停電による通信基地局の停止や通信ケーブル
の損傷が発生することで通常の情報インフラが利用できなくなる問題点がある．特に中山間地
では地域全体が孤立することから，災害救助に用いる緊急用ネットワークを構築する必要があ
る．本研究では無線 LAN アクセスポイントを太陽光発電・風力発電を用い電源的に自立して稼
働させることで，災害時も利用できるネットワーク構築を提案した． 
引地 舞 WebGIS をベースとした電子ハザードマップ作成支援ツールの構築 
近年，災害支援対策としてハザードマップを用いることが多い．しかし，紙をベースとしてい
る事により情報の硬直化が起こり，災害時に有効活用できないという問題点がある．本研究で
は，WebGIS を用いて従来のハザードマップを活かする事により，電子ハザードマップ情報を容
易に構築するシステムを考案した．これにより，地域独自のハザードマップを統合したハザー
ドマップの提供でき，災害に対して柔軟に対応する事が可能となった． 
山田 貴彦 
 
CVE における空間バージョン管理とアクセス制御を用いた非同期協調作業支援システムの研究
近年マルチユーザによる協調作業環境を実現するための CVE に関する研究が多数行われてい
る．しかし既存の CVE は非同期作業の支援及びインタラクション制御が考慮されていないため，
過去作業の把握や非同期環境における作業の一貫性の維持を困難にする．そこで本研究では作
業空間のバージョン管理と空間内でのアクセス制御機能を有する SAVE システムを開発した．こ
れにより非同期環境における協調作業支援を実現した． 
高村 勇人 
 
屋内外を考慮したシームレスな位置情報取得システム 
自然災害が多発する我が国において，災害発生時における被災地住民の安否情報や位置情報を
的確に把握することは，人命救助や二次災害回避のために必要不可欠である．位置情報取得の
ために多く利用されている GPS のみでは，屋内の被災者の位置情報を的確に把握することが困
難であるが，本研究では，GPS と無線 LAN を組み合わせて屋内外の両方において的確な位置情
報を把握可能な仕組みを提案した． 
Journal of Faculty of Software and Information Science 2009 
168 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
旭澤 大輔 
 
災害時に有効な長距離無線通信のための自動指向性アンテナ制御システムに関する研究 
本研究では，災害により連絡手段が確保できない地域・避難所等において，被災状況の把握や
避難住民の安否確認そして物資供給のための連絡手段を早急に確立するため，指向性アンテナ
を用いて，長距離アドホックネットワークを構成することにより，被災地や避難所における緊
急用情報ネットワークを実現するシステムを構築した．そのシステムは指向性アンテナの位置
合わせを電動雲台，および GPS により自動化することで迅速かつ長距離無線ネットワークの構
築を可能とする．実際にプロトタイプシステムを構築し，評価実験を行い，本システムの有効
性と問題点を検証した． 
康 偉 
 
Ｐ2Ｐネットワークを用いた大規模災害情報システムに関する研究 
日本は自然災害多発国であり，災害時に被災地住民が利用できる災害情報システムの必要性か
ら，各種の災害情報に関するシステムが提案されている．災害情報を取り扱うシステムにおい
ては，ネットワークや各種のサーバーに対する対故障性の改善やシステムのスケーラビリティ
向上が期待されており，本研究では，P2P ネットワークを用いて信頼性・可用性の高い大規模
災害情報システムの実現を目的としたアーキテクチャを考案し，プロトタイプの実装を行った．
P2P ネットワークを利用して複数の災害ポータルサイトで災害情報を共有し，冗長化と負荷分
散を図る仕組みを実現し，その有効性を評価した． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
石田 智行 
 
超高速ネットワーク上における仮想空間と現実空間を融合させたテレイマージョンシステムの
研究 
近年の 3DCG 技術・VR 技術による仮想空間の実現手法やコンピュータネットワークの超高速化
は，ネットワーク上で仮想空間と現実空間を融合させた Tele-Immersion 技術の可能性を秘めて
いるが，現在，仮想空間と現実空間を扱うシステムは，それらの簡単な結合を実現しているに
留まっている．本研究では，Virtual Reality(VR) と Mixed Reality(MR) の先にある Fusion 
Reality(FR) を提唱するとともに，操作性を重視した無線インターフェースや Tiled Display 
による没入型プレゼンテーションを実現する一方，超高速ネットワーク上でビデオアバタによ
るマルチモーダル通信を実現した．これらにより，没入型プレゼンテーションシステム内でア
バタを用い，直感的な操作による協調作業が可能となった． 
 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Daisuke Asahizawa, Yosuke Sato, Goshi Sato and Yoshitaka Shibata, “Disaster Surveillance Video 
Transmission System by Wirelss Ballooned Network”, The Second IEEE International Workshop on Disaster 
and Emergency Information Network Systems, (IWDENS2009), pp. 884-889, May. 2009. 
2) Tomoyuki Ishida, Keisuke Yatsu, Go Chiba and Yoshitaka Shibata, “Proposal Multimodal Communications 
System on Tele-Immersion Environment”, The 19th Intelligent System Symposium, (FAN2009), pp. 31-36, 
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August. 2009. 
3) Noriki Uchida, Kazuo Takahata and Yoshitaka Shibata, “Connectivity based Cognitive Wireless Network 
for Disaster Information Network”, The 11th International Conference on Information integration and 
Web-based Applications ＆ Services, (BWCCA2009), CD-ROM, December. 2009. 
4) Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, Kazuo and Kazuo Takahata, “Proposal of Transmission Control Methods 
with User Oriented Environment in Cognitive Wireless Networks”, 4th International Conference on Complex, 
Intelligent and Software Intensive Systems (CISIS2010), CD-ROM, February.2010. 
5) Noriki Uchida, Yoshitaka Shibata, Kazuo and Kazuo Takahata, “User Policy Based Transmission Control 
Method in Cognitive Wireless Network”, The 2010 International Conference on Computational Science and 
Applications (ICCSA 2010), CD-ROM, March. 2010. 
6) 石田智行，柴田義孝：現実空間と仮想空間の融合による協調支援システムの提案，第 14 回日本バーチャルリア
リティ学会大会，2B3-2，平成 21 年 9月 
7) 旭澤大輔，佐藤剛至，柴田義孝，“災害時に有効な無線通信のための指向性アンテナ制御法の検討”，情報処理学
会第 139 回 DPS 研究会，Ｎｏ．8，平成 21 年 6月 
8) 旭澤大輔，佐藤剛至，柴田義孝，“無線通信の長距離化のための指向性アンテナ制御法の検討”，第 8回情報科学
技術フォーラム（FIT2009），M-081，pp．433-434（第 4 分冊），平成 21 年 9月 
9) 旭澤大輔，柴田義孝，“災害時に有効な無線通信のための自動指向性アンテナ制御システムの構築”，情報処理学
会 142 回 DPS 研究会，Ｎｏ．48，平成 22 年 3月 
10) 旭澤大輔，柴田義孝，“災害時における無線通信長距離化のための指向性アンテナ制御システムの構築”，情報処
理学会第 72 回全国大会，5Z-1，pp．3-157～158，平成 22 年 3月 
11) 康 偉，柴田義孝，“P2P ネットワークを基盤とする大規模災害情報システムに関する研究”，情報処理学会第 139
回 DPS 研究会，No．7，平成 21 年 6月 
12) 康 偉，柴田義孝，“大規模災害におけるＰ2Ｐネットワークを用いた分散システムに関する研究”，第 8 回情報
科学技術フォーラム（FIT2009），M-043，pp．335-336（第 4分冊），平成 21 年 9月 
13) 康 偉，柴田義孝，“大規模災害における P2P ネットワークを用いた分散システム”，情報処理学会第 72 回全国
大会，2ZC-3，pp．3-405～406，平成 22 年 3月 
14) 河野康裕，柴田義孝，“通信環境とユーザ要求を考慮した P2P ビデオ配信システムの提案”，情報処理学会第 139
回 DPS 研究会，No．4，平成 21 年 6月 
15) 河野康裕，橋本浩二，柴田義孝，“ライブビデオ配信における利用者の通信環境を考慮したＰ2Ｐオーバレイネッ
トワークの提案”，第 8 回情報科学技術フォーラム（FIT2009），M-043，pp．337-338（第 4 分冊），平成 21 年 9
月 
16) 河野康裕，橋本浩二，柴田義孝，“利用者の通信環境に適合する分散協調型ライブ中継システムの提案”，情報処
理学会 142 回 DPS 研究会，No．26，平成 22 年 3月 
17) 河野康裕，橋本浩二，柴田義孝，“環境適合型ライブ中継モデルの提案”，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZD-7，
pp．3-539～540，平成 22 年 3月 
18) 佐藤剛至，柴田義孝，“異種無線 LAN を用いた災害情報ネットワーク”，情報処理学会第 139 回 DPS 研究会，No．
9，平成 21 年 6月 
19) 佐藤剛至，柴田義孝，“異種無線 LAN を用いた災害情報ネットワーク”，第 8回情報科学技術フォーラム（FIT2009），
M-082，pp.5-436（第 4分冊），平成 21 年 9 月 
20) 佐藤剛至，柴田義孝，“災害情報システムのための動的ネットワーク再構成手法に基づいたコグニティブ無線の
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研究”，情報処理学会 142 回 DPS 研究会，No．47，平成 22 年 3月 
21) 佐藤剛至，柴田義孝，“災害情報システムのための動的ネットワーク再構成手法に基づいたコグニティブ無線の
研究”，情報処理学会第 72 回全国大会，1ZL-7，pp．4-731～732，平成 22 年 3月 
22) 高村勇人，柴田義孝，“屋内外を考慮したシームレスな位置情報取得システム”，FIT2009 第 8 回情報科学技術フ
ォーラム，（FIT2009），M-038，pp．327-328（第 4分冊），平成 21 年 9月 
23) 山田貴彦，柴田義孝，“CVE におけるアクセス制御を取り入れた非同期協調作業支援システム”，第 14 回日本バ
ーチャルリアリティ学会大会，2B3-1，平成 21 年 9月 
24) 山田貴彦，柴田義孝，“CVE における空間バージョン管理とアクセス制御を用いた非同期協調作業支援システム
の研究”，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZG-2，pp．4-209～210，平成 22 年 3月 
25) 櫻庭 彬，柴田義孝，“タイルドディスプレイ環境を考慮した大画面環境向けインタラクションデバイスの開発”，
情報処理学会第 72 回全国大会，2ZF-4，pp．4-107～108，平成 22 年 3 月 
26) 鈴木稔浩，佐藤剛至，旭澤大輔，柴田義孝，“自己給電により災害時自立動作可能な無線中継基地局の構築”，情
報処理学会第 72 回全国大会，3ZC-4，pp．3-425～426， 平成 22 年 3月 
27) 佐々木豊，柴田義孝，“統一的な時系列操作を可能とする災害情報提供システムの構築”，情報処理学会第 72 回
全国大会，3ZC-5，pp．3-427～428，平成 22 年 3月 
28) 引地 舞，柴田義孝，“WebGIS をベースとした電子ハザードマップ作成支援ツールの構築”，情報処理学会第 72
回全国大会，3ZC-6，pp．3-429～430，平成 22 年 3月 
 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
[1] Noriki Uchida, The 11th International Conference on Information integration and Web-based Applications 
＆ Services, (BWCCA MoMM2009), MoMM2009 Best Workshop Paper Award, “Connectivity based Cognitive 
Wireless Network for Disaster Information Network”, December. 2009. 
[2] 佐藤剛至，情報処理学会第 72 回全国大会学生奨励賞，“災害情報システムのための動的ネットワーク再構成手
法に基づいたコグニティブ無線の研究”，平成 22 年 3月 
2.13.4. その他の活動 
• プログラミングコンテストを通して、実践的なソフトウェア開発者を育成する 
• JGN2plusを利用した他大学および他の研究機関と遠隔ゼミによる研究交流の実施、研究発表および地域情報化シンポジ
ウムの実施 
• 研究室で開発した映像通信システムや防災・災害情報ネットワークシステムを用いて、災害避難訓練時にボランティア
活動を通して社会貢献を実施 
